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る
苦
し
み
で
す
。
気
の
毒
に
と
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
安
ら
か

な
ご
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。
二
度
と
戦
争
の
悲
劇
を
繰
り

返
し
て
は
な
ら
な
い
。
誰
に
も
私
達
が
歩
い
た
二
一
〇
〇

キ
ロ
の
苦
し
み
を
味
合
わ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
心
に
誓
い

ま
し
た
。

国
の
為

命
捧
げ
し

人
々
の

真
心
し
の
び
て

涙
溢
る
る

馬
と
人

歩
き
つ
づ
け
て

四
年
余
に

越
え
し
山
坂

二
一
〇
〇
キ
ロ

三
回
死
か
ら
逃
げ
ら
れ
た
運

長
崎
県

長

田

久

徳

私
は
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
一
月
三
十
日
、
福
岡

県
門
司
市
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
父
は
小
倉
連
隊
の
獣
医
で

し
た
。
私
の
初
誕
生
日
の
頃
若
死
に
し
、
兄
弟
は
な
く

て
、
母
一
人
子
一
人
の
家
庭
で
成
長
し
ま
し
た
。
学
歴
は

県
立
門
司
中
学
校
卒
業
で
、
門
司
鉄
道
局
用
品
課
へ
奉
職

し
、
汽
車
の
石
炭
購
入
の
た
め
、
ほ
と
ん
ど
九
州
全
域
の

炭
鉱
を
巡
り
ま
し
た
。

昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
徴
兵
検
査
、
甲
種
合
格
、

母
一
人
子
一
人
の
家
な
が
ら
気
丈
な
母
に
励
ま
さ
れ
て
、

昭
和
十
九
年
三
月
十
五
日
現
役
兵
と
し
て
福
岡
の
歩
兵
第

一
一
三
連
隊
補
充
隊
へ
入
営
し
ま
し
た
。

朝
鮮
経
由
満
州
へ
、
幹
部
候
補
生
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
満

州
を
転
々
と
移
動
し
、
西
部
軍
管
区
司
令
部
に
転
属
さ

れ
、
朝
鮮
を
経
て
九
州
の
久
留
米
へ
、
終
戦
。
陸
軍
少
尉

に
任
官
。
召
集
解
除
復
員
し
ま
し
た
。

福
援
恩
証
第
四
六
〇
九
号
履
歴
証
明
書
に
正
確
、
詳
細

に
証
明
し
て
あ
り
ま
す
。

概
説
し
ま
す
と
、
私
の
軍
隊
で
の
労
苦
体
験
は
な
か
っ

た
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
当
時
、
満
州
は
ま
だ
ま
だ
食
料
は

豊
か
で
、
内
地
か
ら
来
た
我
々
は
ビ
ッ
ク
リ
す
る
位
で
し

た
。
加
え
て
慰
問
袋
は
沢
山
く
る
し
、
冬
寒
く
な
る
と

ペ
ー
チ
カ
を
た
い
て
暖
か
い
し
、
ペ
ー
チ
カ
の
上
へ
リ
ン
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ゴ
を
並
べ
て
焼
い
て
食
べ
ま
し
た
。

兵
舎
の
前
に
は
杏
の
木
が
沢
山
植
え
て
あ
り
、
季
節
が

来
る
と
美
し
い
ピ
ン
ク
色
の
花
が
沢
山
咲
い
て
天
国
の
よ

う
に
楽
し
い
。
ず
ー
っ
と
向
こ
う
に
川
が
あ
り
馬
を
連
れ

て
行
く
な
ど
、
内
地
に
い
る
以
上
の
恵
ま
れ
た
条
件
で
、

実
戦
の
経
験
は
な
く
、
悪
評
高
い
例
の
個
人
制
裁
や
対
向

ビ
ン
タ
の
体
験
も
な
く
、
何
の
苦
労
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。さ

て
、
私
の
入
営
当
時
の
こ
と
を
話
し
ま
し
ょ
う
。
私

は
父
が
早
く
死
ん
で
、
母
の
手
一
つ
で
育
て
ら
れ
ま
し

た
。
母
は
授
産
業
を
営
ん
で
若
い
女
の
子
を
連
れ
て
ジ
ュ

バ
ン
、
ズ
ボ
ン
下
等
の
縫
製
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
戦
局

の
推
移
の
激
化
に
伴
い
、
軍
当
局
よ
り
の
発
注
も
軍
服
、

帽
子
を
は
じ
め
各
種
の
被
服
等
が
多
種
に
な
り
、
大
き
い

お
寺
の
建
物
へ
入
っ
て
、
ミ
シ
ン
を
百
台
以
上
置
い
て
、

従
業
員
も
出
征
兵
士
関
係
の
家
庭
の
娘
さ
ん
や
若
妻
で
組

織
し
、
最
後
は
百
五
十
人
位
い
た
と
思
い
ま
す
。

私
は
入
営
す
る
に
際
し
て
、
鉄
道
局
か
ら
は
一
人
も
見

送
り
に
来
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
母
の
授
産
場
の
若
い
女

性
が
百
人
余
り
見
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
華
や
か
な
風
景

で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
ん
な
経
験
の
あ
る
者
は
日
本
広

し
と
い
え
ど
も
、
そ
う
ざ
ら
に
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

か
く
し
て
昭
和
十
九
年
三
月
十
五
日
、
福
岡
歩
兵
第
一

一
三
連
隊
補
充
隊
へ
入
営
。
苦
し
い
教
育
訓
練
は
な
く
、

内
務
班
も
予
め
聞
い
て
い
た
厳
し
さ
も
な
く
、
三
月
二
十

七
日
に
は
歩
兵
第
二
十
四
連
隊
に
転
属
、
博
多
出
発
と
な

り
、
出
発
に
際
し
て
の
相
次
ぐ
予
定
行
事
が
あ
り
、
物
品

（
兵
器
や
被
服
、
装
具
等
）
の
受
領
、
予
防
接
種
、
そ
の

他
の
行
事
に
忙
殺
さ
れ
ま
し
た
。

博
多
よ
り
船
で
釜
山
上
陸
、
釜
山
よ
り
列
車
輸
送
と
な

り
、
鮮
満
国
境
の
図

通
過
が
三
月
三
十
日
、
い
よ
い
よ

満
州
だ
と
気
分
も
引
き
締
ま
る
と
共
に
寒
さ
も
加
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

三
月
三
十
一
日
、
牡
丹
江
省
東
寧
県
大
城
子
へ
着
き
、

広
場
に
集
合
し
て
入
隊
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
雪
が
沢
山

降
っ
て
寒
か
っ
た
の
を
強
く
覚
え
て
い
ま
す
。
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我
々
は
歩
兵
砲
中
隊
に
編
入
さ
れ
、
連
隊
砲
、
大
隊

砲
、
速
射
砲
な
ど
に
よ
り
編
成
さ
れ
て
お
り
、
厳
し
い
訓

練
が
始
ま
り
ま
し
た
。
軍
隊
で
は
砲
隊
と
言
え
ば
馬
は
つ

き
も
の
、
馬
の
世
話
は
大
変
で
し
た
。
し
か
し
我
々
在
満

部
隊
は
そ
の
点
大
変
恵
ま
れ
て
お
り
、
馬
の
世
話
一
切
は

隊
内
の
満
人
の
苦
力
が
や
る
。
我
々
は
厩
ま
で
帰
れ
ば
、

後
は
全
部
満
人
が
す
る
の
で
非
常
に
助
か
っ
た
の
で
す
。

内
地
や
支
那
南
方
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
し
た
。

あ
る
日
、
週
番
士
官
か
ら
中
隊
長
室
に
行
く
よ
う
に
指

示
さ
れ
、
中
隊
長
殿
よ
り
「
長
田

お
前
は
幹
部
候
補

生
の
受
験
資
格
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
受
験
せ
よ
」
と
命

令
さ
れ
ま
し
た
。

秘
し
て
試
験
日
の
連
絡
が
あ
り
受
験
し
ま
し
た
。
そ
の

後
合
格
の
連
絡
を
受
け
、
昭
和
十
九
年
六
月
十
日
、
幹
部

候
補
生
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
六
月
十
日
付
を

も
っ
て
上
等
兵
の
階
級
を
与
え
ら
れ
、
そ
の
後
兵
長
、
伍

長
、
軍
曹
（
十
二
月
十
日
付
）
と
階
級
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。

昭
和
十
九
年
十
二
月
二
十
日
、
歩
兵
第
二
五
九
連
隊
に

転
属
、
同
時
に
東
寧
県
老
黒
山
に
移
動
、
昭
和
二
十
年
一

月
十
日
、
関
東
軍
歩
兵
第
二
士
官
候
補
者
隊
に
入
隊
、
一

月
十
一
日
、
間
島
省
延
吉
に
移
動
、
四
月
二
十
二
日
、
牡

丹
江
省
寧
安
県
石
頭
に
移
動
と
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
こ
こ
で
一
度
目
の
、
死
か
ら
逃
げ
ら
れ
た
運
で

す
。昭

和
二
十
年
五
月
二
十
日
、
石
頭
に
て
中
隊
長
殿
よ
り

「
長
田

お
前
は
母
一
人
子
一
人
の
家
庭
で
あ
る
な
」

と
言
わ
れ
「
は
い
」
と
答
え
ま
し
た
。
こ
の
中
隊
長
殿
の

一
言
が
私
の
こ
れ
か
ら
先
の
軍
人
と
し
て
の
運
命
を
大
き

く
大
き
く
変
え
た
の
で
す
。

昭
和
二
十
年
五
月
二
十
四
日
、
西
部
軍
管
区
司
令
部
に

転
属
が
命
ぜ
ら
れ
、
福
岡
久
留
米
予
備
士
官
学
校
へ
分
遣

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
直
ち
に
石
頭
を
出
発
、
五
月
二
十

六
日
鮮
満
国
境
の
図

を
通
過
し
ま
し
た
。
列
車
は
十
三

輛
連
結
、
五
月
二
十
八
日
に
釜
山
港
に
到
着
し
ま
し
た
。

こ
の
前
後
の
数
日
の
間
、
関
東
軍
の
精
鋭
を
南
方
へ
大

移
動
し
た
山
下
将
軍
、
さ
ら
に
内
地
防
衛
に
と
我
々
幹
候
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生
ほ
か
約
一
千
人
が
釜
山
に
集
結
し
ま
し
た
。
そ
し
て
そ

の
後
も
満
州
か
ら
は
、
引
き
続
き
南
方
や
内
地
へ
の
大
移

動
が
行
わ
れ
て
、
今
や
満
州
の
関
東
軍
は
昔
日
の
面
影
は

な
く
、
一
部
の
警
備
部
隊
の
み
と
な
っ
た
の
で
す
。

不

千
万
な
ソ
連
は
一
方
的
に
不
可
侵
条
約
を
破
棄
し

て
、
ま
る
で
空
家
の
よ
う
な
満
州
へ
攻
撃
、
侵
入
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
ソ
連
軍
の
南
下
ス
ピ
ー
ド
は
驚
く
程
早

か
っ
た
。
今
こ
こ
で
私
達
の
出
発
が
ち
ょ
っ
と
で
も
遅
れ

て
い
た
ら
、
恐
ら
く
戦
死
し
て
い
た
事
に
間
違
い
な
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
は
ま
さ
に
私
の
力
で
は
な
い
、
た
だ
運

が
良
か
っ
た
か
ら
で
す
。

次
に
、
二
度
目
の
死
か
ら
逃
げ
ら
れ
た
運
で
す
。

昭
和
二
十
年
五
月
二
十
九
日
、
釜
山
港
に
お
い
て
早
朝

未
明
、
大
声
で
名
前
を
呼
ば
れ
、
直
ち
に
二
十
人
程
の
小

部
隊
で
小
船
に
乗
り
「
お
前
達
は
先
発
だ
。
先
に
博
多
へ

上
陸
し
命
令
を
待
て
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
未
だ
暗
か
っ

た
釜
山
港
を
出
港
し
て
約
二
十
分
経
過
し
た
頃
よ
り
上
空

に
数
機
の
飛
行
機
の
ラ
イ
ト
が
望
見
さ
れ
る
の
で
す
。
日

本
軍
の
飛
行
機
が
警
戒
援
護
し
て
い
る
も
の
と
思
い
込
ん

で
い
る
と
、
間
も
な
く
遠
く
で
爆
発
音
が
聞
こ
え
火
の
手

が
上
が
り
ま
し
た
。

船
員
が
「
あ
れ
は
敵
機
だ
。
後
続
の
輸
送
船
が
や
ら
れ

た
」
と
叫
ん
だ
の
で
す
。
こ
れ
は
重
大
な
こ
と
だ
、
大
き

な
衝
撃
が
私
の
度
胆
を
貫
き
悪
寒
が
走
り
ま
し
た
。
も
し

私
が
先
発
で
な
く
後
続
の
輸
送
船
に
乗
っ
て
い
た
ら
、
間

違
い
な
く
死
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
。
ま
さ
に
私
の
力
で
は

な
く
運
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
、
運
に
感
謝
す
る
こ
と
し
き

り
で
し
た
。

最
後
に
、
三
度
目
の
死
か
ら
逃
げ
ら
れ
た
運
で
す
。

昭
和
二
十
年
五
月
二
十
九
日
、
無
事
に
博
多
港
に
上
陸

す
る
。
ま
ず
驚
い
た
事
に
若
い
兵
隊
が
二
百
人
位
、
全
員

白
い
鉢
巻
を
し
め
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
後
で
聞
い
た

所
で
は
、
戦
闘
帽
が
間
に
合
わ
ず
鉢
巻
で
代
用
し
て
い
る

と
知
り
、
愕
然
と
し
て
空
を
見
上
げ
ま
し
た
。

さ
て
私
共
先
発
隊
は
後
続
が
来
な
い
た
め
全
く
ど
う
し

て
よ
い
か
分
か
ら
ず
、
福
岡
連
隊
へ
命
令
受
領
に
行
っ
た
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の
で
す
が
、
一
千
人
以
上
来
る
べ
き
所
へ
、
僅
か
二
十
人

と
は
大
変
驚
き
、「
も
う
処
置
な
し
、
万
事
休
す
」
で
命

令
受
領
は
叶
わ
ず
で
し
た
。

昭
和
二
十
年
七
月
十
九
日
に
福
岡
久
留
米
予
備
士
官
学

校
の
教
育
は
終
了
し
、
同
日
付
を
も
っ
て
曹
長
の
階
級
に

進
め
ら
れ
見
習
士
官
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
七
月

二
十
日
、
久
留
米
師
管
区
歩
兵
第
三
補
充
隊
に
転
属
、
さ

ら
に
花
畠
町
へ
移
動
し
ま
し
て
、
そ
こ
の
小
学
校
の
小
さ

な
一
部
屋
を
借
用
し
て
、
専
ら
防
空
壕
掘
り
を
や
っ
て
い

た
の
で
す
。

は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
昭
和
二
十
年
七
月

頃
、
門
司
が
敵
Ｂ
29
の
大
空
襲
に
よ
り
壊
滅
。
母
の
授
産

場
も
全
損
で
、
ミ
シ
ン
、
原
材
料
、
半
製
品
、
製
品
等
一

切
を
火
災
で
灰
に
帰
し
た
大
惨
事
と
な
り
ま
し
た
。
母
は

身
一
つ
で
門
司
の
一
つ
山
向
こ
う
の
母
の
実
家
へ
避
難
し

た
と
の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
あ
る
日
の
夕
方
、
北
方
向
福
岡
市
方
面
で
爆
弾
の

音
が
し
て
、
火
の
手
が
上
が
っ
て
い
る
の
が
久
留
米
か
ら

も
判
明
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
福
岡
大
空
襲
の
夜
の
こ
と

で
、
も
し
我
々
幹
候
生
が
福
岡
連
隊
に
留
ま
っ
て
い
た
と

す
れ
ば
、
死
亡
ま
た
は
大
負
傷
し
て
い
た
事
に
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
福
岡
連
隊
本
部
及
び
福
岡
市
内
の
大
部
分

が
焼
失
し
た
夜
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
私
が
逃
げ
た
の
で

は
な
く
、
運
が
よ
か
っ
た
か
ら
で
す
。
今
も
何
と
も
言
え

な
い
複
雑
な
思
い
で
す
。

以
上
三
件
私
が
逃
げ
た
の
で
は
な
く
、
軍
の
命
令
に

従
っ
て
転
属
あ
る
い
は
移
動
し
た
の
で
す
。
し
か
し
一
歩

そ
の
歯
車
が
狂
え
ば
、
死
の
崖
淵
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
え

ば
、
身
の
毛
が
よ
だ
つ
思
い
で
す
。

そ
の
後
は
、
八
月
十
五
日
の
終
戦
、
十
九
日
に
現
役
満

期
、
二
十
日
に
陸
軍
少
尉
に
任
官
と
な
り
予
備
役
編
入
。

引
き
続
き
臨
時
召
集
に
よ
り
補
久
留
米
師
管
歩
兵
第
三
補

充
隊
付
と
な
り
、
九
月
二
十
日
に
召
集
解
除
に
よ
り
復
員

し
ま
し
た
。

復
員
後
は
、
門
司
の
鉄
道
局
へ
復
職
、
昭
和
二
十
五
年

に
三
菱
長
崎
造
船
所
へ
転
職
し
、
昭
和
五
十
八
年
に
停
年

退
職
し
ま
し
た
。
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結
婚
は
昭
和
二
十
八
年
三
月
十
八
日
で
す
。
子
供
は
一

姫
二
太
郎
、
上
か
ら
女
、
男
、
男
で
す
。
孫
は
四
人
を
恵

ま
れ
て
お
り
ま
す
。
現
在
は
私
た
ち
老
夫
婦
、
三
人
の
子

供
、
四
人
の
孫
と
す
べ
て
揃
っ
て
元
気
で
す
。

そ
の
後
、
長
崎
県
砂
採
取
船
事
業
協
同
組
合
の
設
立
に

協
力
し
、
初
代
事
務
局
長
と
な
り
ま
し
た
。
次
い
で
軍
人

軍
属
恩
給
欠
格
者
の
組
織
作
り
運
動
の
草
分
け
の
一
人
と

し
て
参
加
し
て
、
長
与
町
支
部
長
を
引
き
受
け
、
そ
の
後

に
長
崎
県
連
の
事
務
局
長
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
昭
和
末
期
昭
和
六
十
三
年
頃
よ
り
国
会
議
員
・

松
村
謙
一
郎
の
秘
書
を
二
カ
年
程
や
り
ま
し
た
。
そ
し
て

現
在
は
参
議
院
議
員
・
松
谷
蒼
一
郎
の
手
伝
い
を
さ
せ
て

貰
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
八
十
二
歳
で
す
。
ま
だ
ま
だ
元

気
で
す
。
地
獄
の
閻
魔
様
も
私
の
強
運
な
人
生
を
遮
げ
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
兵
隊

人
生
も
あ
る
の
で
す
。

調
査
員
（
村
上
）
註
、

『
長
田
氏
の
兵
隊
人
生
は
武
運
長
久
こ
の
上
な
く
、
目

出
度
し
目
出
度
し
。
万
歳

』。

ソ
連
抑
留
か
ら
の
脱
出
行

｜
関
東
軍
通
信
兵
の
苦
難
｜

滋
賀
県

平

野

喜

三

私
が
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
一
月
、
通
信
兵
と
し

て
入
隊
す
る
た
め
広
島
県
呉
市
の
練
兵
場
に
集
合
し
て
、

私
服
を
脱
ぎ
軍
服
に
着
替
え
、
帯
剣
を
腰
に
し
た
時
は
、

日
本
男
子
と
し
て
国
の
た
め
に
尽
く
す
気
概
に
満
ち
溢
れ

る
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

当
時
の
我
が
家
は
酒
類
の
販
売
を
家
業
と
し
て
お
り
、

家
族
は
両
親
と
兄
、
姉
、
私
、
妹
、
弟
の
七
人
家
族
で
あ

り
ま
し
た
。

私
は
立
命
館
中
学
で
柔
剣
道
、
馬
術
、
射
撃
等
の
訓
練

を
受
け
て
お
り
ま
し
た
。
中
学
を
卒
業
し
て
東
京
の
高
等

工
業
学
校
を
卒
業
し
て
冲
電
気
㈱
に
入
社
し
、
通
信
機
器

の
製
造
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
関
係
か
ら
、
徴
兵
検
査
の
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